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特定非営利活動法人 LPI-Japan 
名誉顧問 成井 弦
gnarui@lpi.or.jp

NPOを永続的に運営するのに
必要な注意点

難民危機研究会の皆様
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エトス：聞く人の信頼を得られるように話す。→自分の経験を基に話す。
ロゴス：論理的に話す。 パトス：感情的に話す(今回は控えめ）
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私のNPO設立・運営経験 2000年にLPI-Japan設立
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LPI-Japanとは？

オープンソースソフト技術者の技術力を、認定試験を提
供して、認定するNPO。２０００年に設立。

ー技術者、企業、教育機関、国の技術レベルの向上。

ー技術者をより能動的にする。
（貢献の競争で勝てる技術者の育成）

ー経営者と技術者が“オープンソースムーブメント が
創り出した新たなビジネスモデル”を理解出来るように
する。

LPI-Japanはオープンソースの分野で世界最大の受験者数と認定者数を有する
認定団体です。
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◼Plan

◼Organize：プランを達成するための組織作り。

■Lead：組織に入れた人、団体をPlan達成の為にリードする。
広報宣伝活動も含まれる。

■Control：Plan vs Actualを比較して対策をとる。

マネージメントの4大要素

NPOを含む、サービス業ではPlan, Organize, Lead, Control（POLC)
が良い。（日本では製造業で利用されるPlan, Do, Check, Action(PDCA)が有名。）



© LPI-Japan / EDUCO All rights reserved. 6

NPOのPlan作り（１）

１）Missionを明確に。

２）他のNPOとの差別化を明確にし、活動対象分野で最大のシェアを取れ
るPlanの作成が重要。 NPOのシェアにはMind Shareも含まれる。

最大シェアが重要な理由：
A)参加者を募る際に影響を与える。
B)スポンサー、パートナー企業の募集に影響を与える。
C)国の助成金を得るのに影響を与える。

最大シェアを獲得しないと自分のNPOを中心としたエコシステムが構
築されない。

NPOの世界でもWinner takes it allがあてはまると考えると良い。

「NPOが最大のシェア獲得を目指す」ことに違和感を感じる人は多い。
しかし、。。。
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赤で書かれている部分が重要な差別化要因。
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NPOのPlan作り（２）

３）利益を生むビジネスモデルを考える。
＊NPOも現金がゼロになれば組織も無くなる。
＊NPOは、金融機関から融資を受ける、株の発行、外部からの資金

注入は出来ないと想定することが重要。
NPOは企業より高い利益率が必要と考えると良い。

＊利益を生み出すことが出来なければ活動を大きくすることは不可能。

４）NPOでも収益事業は課税対象。
有料の教育、セミナー、認定活動などは課税、非課税の判断が難しい
場合があるのでNPO設立時にNPOに詳しい税理士と相談する。

NPOは「Non Profit Org.故にNPOは利益を上げてはならない」と誤解す
る理事や応募者は多い。
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CWS: Church World Service
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NPOでも利益は重要

収入：約１００億円 支出：約９５億円 利益：５億円
難民関連NPOでも多額の金額を扱う団体
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NPOでも利益が重要 例:難民を助ける会AAR

AARの2021年度の収入：１４億２千万円 支出：１２億７千万円
利益：１億５千万円

Business Mindを持ってしっかりした運営をしていると思われる。
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NPOにおける組織作り(Organize)で重要な点（１）

1) Soft Powerで組織運営が出来る幹部の採用が重要。
Soft Power: 相手に対して指揮権を持たず、金銭的な対価を払わずして相手を動
かすことが出来る「力」。
Soft PowerはJoseph Nye氏が国際関係論で使用した表現。

Hard Power: 米国の軍事力と経済力で他国を米国の望むように動かせる力。
（日米関係は戦後米国のハードパワーで構築された）
Soft Power: 米国の価値観、カルチャーなどを相手国内に普及させ、他国を動
かす「力」。（プーチン大統領 vs ゼレンスキー大統領）

企業で組織運営をした人の採用では、Soft Powerを持ち得る人なのかの評価が面接
時に重要。採用後にはSoft Powerのオリエンが不可欠。

２）NPOは企業の組織運営と全く同じ能力も不可欠。
Hard Power + Soft Power=Smart Powerが必要

３）強い Sales、Marketing Powerが不可欠。しかし、日本企業で優秀な人の大半は
NPOで自分の将来像を描くのが難しい。NPOのSocial Missionの重要性が
説得力を持たなければ優秀な人の採用は難しい。ここでもNPOのシェアが重要
な意味を持つ。
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自分のNPOを中心としたエコシステムの構築が重要

Ecosystem: 本来は動植物等の循環系を意味するが、経済的な協調関係を意
味する場合にも使われる。(Wikipediaの一部を引用）

自分のNPOが大きな成果を上げるには、for profitの企業群とどのように
win-win関係を築けるかを考える。

活動分野での著名人の支援を得るには相手にどのようなメリットを提供出来
るかを考える。例：支援を受ける著名人のvisibilityを更に高くするには何が出来るかを考え

る。活動状況をホームページやYoutube等で伝える。
著名人の多くは自分の名前をGoogleに入力した際のヒット数を気にする。

多くのボランティアを集めるにはどのようなメリットを活動参加者に与える
ことが出来るかを考える。

マスコミが自分の団体の活動を報じるメリットを考える。

NPOにおける組織作り(Organize)で重要な点（２）
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LPI-Japanのエコシステム
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最大シャアの獲得はエコシステムの構築に役立つ

最大のシェアを取れないと出
版社が受験対策本を出さない。

本屋が店に置かない。

IT専門学校が受験対策講座を
開かない。
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NPOにおける組織作り(Organize)で重要な点（２）

２）NPOは運営が巧く行くと乗っ取られる可能性がある点に注意が必要。
一般社団法人の方が乗っ取りに対して耐性がある。

NPO法では社員総会が最高の意思決定機関。

社員：＊NPOを登録する際に最低１０名の名簿が必要。
「社員」は、NPO内部で働く人を意味しない。

＊NPO側で社員応募者を拒絶するのは困難。それ故に、乗っ取
る側が社員数の過半数を取り、組織を乗っ取ることが簡単。

＊NPOが有する現金、知財等が狙われる。
＊一般社団法人は社員応募者を選択できる。
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NPO as a Future Business Model (1)

■米国のLow-profit Limited Liability company (L3)

For ProfitとNon Profitの中間形態

Distribute at least 5% of their assets every year for
charitable purposes in order to maintain their tax-exempt
status.

■オープンソースムーブメントから派生する多くのFee on Freeのビジ
ネスモデルが生まれると思う。

能力を有する人が無償で自分の能力をNPOの様な団体に提供するこ
とで成立するビジネスモデル。
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多くの技術者が無償で開発に貢献しているLinux

世界の約５千人のIT技術者と多くのIT企業が無償で開発に参加している。
GAFA、銀行、証券取引所、通信キャリア系企業。。。の大半はLinuxを採用。無償の
Linuxの上に巨大なビジネスモデルが形成されている。
Internetもオープンソース方式で開発された技術。その上に巨大な市場が形成された。
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米国のNPOは一大産業

https://www.zippia.com/a
dvice/nonprofit-statistics/

＊米国民の６０％近くがNPOに
寄付する

＊米国のNPOのGDPは国防費よ
り大きい。

米国のNPOのGDPは米国のGDPの5.6%
米国の国防費はGDPの約３％
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資本主義後のビジネスモデルは？

●生活必需品を十分に提供するなど、資本主義で達成すべきことは既に達成
され、その歴史的生命をすでに終えている。
（両氏）

●G７各国は１９６０年代からGDPも労働生産性も下降傾向。
「低成長」は「資本主義の完成・終了」がもたらした必然的な結果。
（山口氏）

●今後重要になるのは「贈与の経済」（山口氏）、「ボランタリー経済」
（田坂氏）
自分の有する能力を無償で提供することにより成立する新たなビジネス
モデル。

IT業界に無関係な両氏が共に著書でLinuxの開発形態を新たな時
代のビジネスモデルの成功例として紹介。

NPO、L3、オープンソースムーブメントには共通要素が多く、
今後成長する可能性が大。

山口周氏と田坂広志氏の考え


